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ミ
可

８

顕
著
な
佐
賀
県
鳥
栖
市
内
の
事
例
で
あ
る
が
、
鳥
栖
西
部
工
業
団
地
に
進
出
し
て
い
る
大
規
模
な
全
四
誘
致
事
業
所
の
う
ち
、
一
一
○
○

九
年
か
ら
二
○
一
○
年
に
か
け
て
、
パ
ナ
ソ
ー
ー
ッ
ク
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
（
株
）
鳥
栖
事
業
所
と
、
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン

九
州
（
株
）
佐
賀
事
業
所
の
二
つ
が
閉
鎖
す
る
よ
う
な
事
例
も
み
ら
れ
た
。

な
お
、
詳
述
す
る
こ
と
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
が
、
地
方
経
済
が
中
央
の
大
資
本
に
対
す
る
依
存
体
質
か
ら
脱
却
す
る
た
め
に
は
、

地
域
に
か
か
わ
る
企
業
を
多
く
生
成
・
発
展
さ
せ
、
高
等
教
育
機
関
で
も
起
業
家
・
経
営
者
、
技
術
者
等
を
積
極
的
に
育
成
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
市
場
や
生
産
拠
点
の
関
係
な
ど
で
、
も
し
、
そ
の
地
域
が
本
拠
地
で
な
く
な
っ
た
り
、
起

《
業
の
時
点
か
ら
県
外
が
本
拠
地
に
な
っ
た
り
し
た
と
し
て
も
、
地
縁
が
維
持
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
企
業
の
人
材
確
保
、
研
究
開
発
、
生
産
、

流
通
、
販
売
の
拠
点
で
あ
り
続
け
る
よ
う
な
状
況
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

本
考
察
の
対
象
時
期
で
も
あ
る
近
代
ま
で
に
限
っ
て
、
佐
賀
地
域
と
中
央
に
本
社
を
持
つ
大
資
本
及
び
そ
の
起
業
家
と
の
関
係
を
み

る
と
、
現
在
の
久
光
製
薬
が
一
八
四
七
年
に
鳥
栖
で
創
業
し
、
今
日
で
は
東
京
が
本
社
と
な
っ
て
い
る
が
、
当
地
を
九
州
本
社
と
し
、

主
要
生
産
拠
点
の
一
つ
と
し
て
い
る
。
明
治
以
降
に
は
、
例
え
ば
、
伊
万
里
出
身
の
森
永
太
一
郎
が
一
八
九
九
年
に
東
京
で
森
永
製
菓

を
、
蓮
池
出
身
の
江
崎
利
一
が
一
九
一
一
一
一
年
に
大
阪
で
江
崎
グ
リ
コ
を
そ
れ
ぞ
れ
創
業
し
、
北
茂
安
出
身
の
市
村
清
が
一
九
一
一
一
六
年
に

東
京
で
リ
コ
ー
を
設
立
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
起
業
家
の
事
業
に
関
連
す
る
佐
賀
県
内
の
事
業
所
は
、
概
し
て
定
着
度
も
高
い
と
い
え
、

ま
た
、
今
後
も
機
会
あ
る
ご
と
に
地
縁
を
再
認
識
し
合
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

１
設
立
時

佐
賀
紡
績
株
式
会
社
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
中
の
一
九
一
六
年
（
大
正
五
）
一
二
月
二
○
日
に
設
立
さ
れ
た
。
そ
れ
以
前
、
佐
賀
地

域
か
ら
設
立
の
機
運
が
高
ま
っ
た
が
、
結
果
的
に
、
資
本
や
生
産
設
備
の
調
達
、
工
場
の
設
計
や
運
営
、
そ
し
て
販
路
と
い
っ
た
面
で
、

当
初
か
ら
神
戸
に
本
拠
地
を
置
く
鈴
木
商
店
に
依
存
す
る
形
で
計
画
が
実
現
し
た
。

本
章
の
目
的
は
、
両
大
戦
間
期
に
お
け
る
佐
賀
経
済
と
中
央
の
大
資
本
と
の
関
係
を
考
察
す
る
中
で
、
地
方
経
済
の
依
存
状
況
の
一

端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
佐
賀
紡
績
株
式
会
社
の
設
立
時
か
ら
の
鈴
木
商
店
と
の
関
係
と
、
佐
賀
紡
績
の
再
建

８
人
じ

依
頼
が
、
鐘
淵
紡
績
株
式
会
社
の
経
営
者
で
あ
っ
た
武
藤
山
治
に
対
し
て
な
さ
れ
て
い
く
経
緯
を
取
り
上
げ
る
。

佐
賀
経
済
と
い
う
と
、
金
融
、
窯
業
、
製
薬
、
機
械
・
金
属
、
食
品
等
の
業
界
で
、
歴
史
が
あ
り
、
か
つ
地
元
に
根
ざ
し
な
が
ら
今

日
に
お
い
て
も
堅
調
な
企
業
も
多
く
み
ら
れ
る
が
、
他
方
、
特
に
資
本
の
集
中
が
進
む
戦
間
期
以
降
に
な
る
と
、
本
考
察
で
触
れ
る
よ

う
な
、
東
京
や
大
阪
・
神
戸
等
の
中
央
に
拠
点
を
持
つ
大
資
本
に
対
す
る
依
存
状
況
や
、
そ
れ
ら
に
よ
る
買
収
も
み
ら
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
地
方
経
済
の
歴
史
的
経
緯
に
問
題
関
心
を
持
つ
理
由
の
一
端
は
、
今
日
の
誘
致
企
業
へ
の
依
存
状
況
に
対
す
る
危
倶
に

も
あ
る
。
二
○
○
八
年
を
対
象
と
す
る
「
佐
賀
県
統
計
」
で
は
、
一
兆
九
○
○
○
億
円
余
り
の
県
内
の
製
造
品
出
荷
額
の
う
ち
、
坐
ハ
四

％
強
に
当
た
る
一
兆
二
○
○
○
億
円
余
り
が
誘
致
事
業
所
に
よ
る
生
産
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
さ
に
戦
間
期
か
ら
今
日
に
い

た
る
ま
で
、
佐
賀
県
外
に
本
拠
地
を
持
つ
大
資
本
へ
の
依
存
状
況
が
み
て
と
れ
る
と
い
え
、
ま
た
、
大
規
模
な
誘
致
事
業
所
の
閉
鎖
は
、

地
域
経
済
に
対
し
て
深
刻
な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
九
州
内
で
も
交
通
の
要
衝
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
誘
致
事
業
所
の
活
動
が

山
本
長
次子

。
．
夢

は
じ
め
に

戦
間
期
に
お
け
る
佐
賀
経
済
と
中
央
の
大
資
本
と
の
関
係

佐
賀
紡
績
と
鈴
木
商
店
及
び
鐘
紡
の
武
藤
山
治
．

佐
賀
紡
績
の
設
立
と
鈴
木
商
店
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佐
賀
紡
績
の
設
立
に
む
け
て
の
機
運
が
高
ま
る
中
で
は
、
新
聞
紙
上
で
も
そ
の
準
備
過
程
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
（
「
佐
賀
と

績
業
（
上
）
．
（
下
）
」
〔
「
佐
賀
新
聞
」
一
九
一
六
年
二
月
一
二
・
二
二
日
〕
）
。
そ
こ
で
は
、
佐
賀
で
紡
績
業
を
営
む
上
で
の
利
点
と
し
て
、

①
地
価
が
安
く
、
広
大
な
土
地
を
確
保
で
き
る
こ
と

②
王
女
の
技
巧
は
や
や
劣
る
が
、
忠
実
か
つ
勤
勉
で
、
）
職
工
の
労
賃
が
安
く
、
募
集
が
容
易
な
こ
と

③
（
鉄
道
が
あ
り
）
交
通
・
運
輸
が
便
利
な
こ
と

④
（
石
炭
や
電
力
が
あ
り
）
動
力
の
供
給
が
容
易
な
こ
と

こ
れ
ら
、
①
用
地
の
確
保
、
②
ま
じ
め
か
つ
低
賃
金
で
雇
え
る
従
業
員
が
多
く
確
保
で
き
る
こ
と
、
③
交
通
、
④
動
力
の
供
給
、
と

い
っ
た
面
に
お
け
る
地
方
の
有
利
さ
及
び
そ
の
他
の
利
便
性
は
、
今
日
に
お
い
て
も
、
産
業
立
地
あ
る
い
は
企
業
誘
致
に
お
い
て
、
重

要
な
諸
要
因
で
あ
る
こ
と
は
繰
り
返
す
ま
で
も
な
か
ろ
う
。

紡
績
業
（
上
）
．
（
下
）
」
〔
「
佐
賀
錘

次
の
四
点
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

た
。
佐
賀
紡
績
も
鈴
木
室

も
受
け
る
の
で
あ
っ
た
。

一
方
、
鈴
木
商
店
自
体
の
佐
賀
紡
績
設
立
に
当
た
っ
て
の
主
な
目
的
は
、
製
粉
に
用
い
る
メ
リ
ケ
ン
粉
袋
の
自
給
に
あ
っ
た
と
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
鈴
木
の
製
粉
事
業
に
関
す
る
北
部
九
州
地
域
へ
の
展
開
と
し
て
は
、
同
社
に
よ
り
一
九
一
一
年
（
明
治
川
四
）
に
大
里

製
粉
所
が
門
司
で
開
業
さ
れ
、
鈴
木
の
直
系
会
社
と
な
っ
て
い
た
日
本
製
粉
に
よ
り
、
一
九
一
五
年
に
久
留
米
工
場
の
操
業
が
開
始
さ

れ
て
い
る
。
そ
し
て
大
里
製
粉
所
は
、
一
九
二
○
年
に
日
本
製
粉
と
合
併
し
た
。

鈴
木
商
店
は
、
台
湾
と
の
交
易
や
そ
の
地
に
お
け
る
事
業
で
成
功
を
お
さ
め
、
第
一
次
世
界
大
戦
時
に
は
、
わ
が
国
最
大
の
商
社
で

あ
っ
た
三
井
物
産
を
も
凌
駕
し
た
企
業
で
、
そ
の
経
営
者
で
あ
っ
た
金
子
直
吉
も
、
城
山
三
郎
の
小
説
の
『
錨
』
な
ど
で
著
名
で
あ
る
．

ま
た
、
鈴
木
商
店
は
一
九
一
一
七
年
（
昭
和
一
一
）
に
お
こ
る
金
融
恐
慌
に
よ
り
破
綻
し
た
が
、
大
戦
後
の
慢
性
不
況
期
に
は
、
そ
の
経
営

不
振
に
対
し
て
政
治
的
に
も
大
き
な
注
意
が
払
わ
れ
た
ほ
ど
、
日
本
経
済
へ
の
影
響
力
が
大
き
か
っ
た
。
そ
し
て
同
社
は
、
多
く
の
国

内
企
業
も
傘
下
に
お
さ
め
て
お
り
、
神
戸
製
鋼
所
、
帝
国
人
造
絹
糸
、
日
本
製
粉
、
豊
年
製
油
な
ど
三
十
数
社
を
直
系
会
社
と
し
て
い

た
。
佐
賀
紡
績
も
鈴
木
系
の
会
社
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
設
立
時
か
ら
の
依
存
関
係
に
よ
り
、
鈴
木
の
破
綻
の
影
響

230

当
初
の
計
画
を
み
る
と
、
資
本
金
は
三
○
○
万
円
で
三
万
錘
規
模
と
し
、
最
初
は
三
分
の
二
の
規
模
で
操
業
を
開
始
す
る
と
し
た
。

こ
の
資
本
金
の
額
に
注
目
す
る
と
、
当
時
の
佐
賀
市
及
び
佐
賀
郡
内
に
お
い
て
、
諸
富
に
あ
っ
た
佐
賀
セ
メ
ン
ト
で
最
大
の
八
○
万
円
、

市
内
の
谷
口
鉄
工
所
で
五
○
万
円
で
あ
っ
た
。
株
式
募
集
は
半
分
が
地
元
、
残
り
を
京
阪
神
地
方
と
東
京
で
募
集
す
る
方
針
で
、
東
京

で
は
福
沢
桃
介
や
松
永
安
左
ェ
門
ら
も
関
心
を
示
し
て
い
た
。

の
ち
に
電
力
王
と
称
せ
ら
れ
る
福
沢
と
松
永
は
、
一
九
○
六
年
（
明
治
三
九
）
に
設
立
さ
れ
た
佐
賀
県
内
の
広
滝
水
力
電
気
株
式
会

社
に
も
取
締
役
と
し
て
関
与
し
て
い
た
。
ま
た
、
こ
の
会
社
設
立
が
、
県
外
か
ら
の
資
本
導
入
の
端
緒
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
の
広

滝
水
力
電
気
は
、
一
九
○
八
年
に
九
州
電
気
株
式
会
社
、
一
九
一
二
年
か
ら
九
州
電
灯
鉄
道
株
式
会
社
と
な
り
、
一
九
二
二
年
（
大
正

二
）
か
ら
東
邦
電
力
株
式
会
社
と
な
っ
た
。
な
お
、
こ
の
福
沢
と
松
永
に
つ
い
て
、
佐
賀
紡
績
の
『
事
業
報
告
書
』
を
追
っ
て
い
く
と
、

設
立
当
初
は
と
も
に
一
○
○
株
ず
つ
有
し
て
い
た
が
、
ま
も
な
く
手
放
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
広
滝
水
力
発
電
所
は
、
今
日
に
お
い
て

も
九
州
電
力
の
施
設
と
し
て
城
原
川
上
流
に
現
存
し
て
い
る
。

当
時
の
新
聞
記
事
に
戻
る
と
へ
佐
賀
紡
績
の
敷
地
は
約
三
万
坪
、
立
地
的
に
佐
賀
駅
付
近
が
有
力
候
補
先
で
、
設
立
時
の
土
地
買
収

費
、
工
場
の
建
築
費
用
な
ど
が
合
わ
せ
て
三
○
万
円
以
上
、
さ
ら
に
設
立
後
も
工
場
や
営
業
関
係
の
諸
費
用
、
賞
与
金
、
配
当
な
ど
と

し
て
六
○
万
円
以
上
が
動
く
こ
と
か
ら
、
佐
賀
の
経
済
的
繁
栄
が
期
待
さ
れ
る
と
し
た
。

ま
た
、
計
画
当
時
の
経
済
状
況
と
し
て
、
金
融
緩
慢
期
で
銀
行
の
遊
休
資
金
が
多
い
こ
と
、
第
一
次
世
界
大
戦
中
で
景
気
が
持
ち
直

し
て
き
て
お
り
、
綿
製
品
の
価
格
も
高
騰
し
て
き
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
操
業
の
結
果
、
一
割
以
上
の
配
当
が
可
能
と
み
ら
れ
る
こ
と

や
、
工
場
に
お
け
る
労
働
力
の
吸
収
効
果
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
な
ど
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
好
機
と
目
さ
れ
た
。

幸
え
い

株
式
の
募
集
は
、
古
賀
、
佐
賀
百
六
、
栄
の
地
元
一
一
一
銀
行
が
中
心
と
な
っ
て
進
め
た
が
、
さ
ら
な
る
株
式
の
募
集
や
信
用
の
確
保
、

そ
し
て
大
戦
中
の
た
め
困
難
を
き
わ
め
た
機
械
の
調
達
な
ど
の
た
め
、
鈴
木
商
店
の
関
与
は
お
お
い
に
歓
迎
さ
れ
た
（
「
佐
賀
紡
績
設

立
を
見
ん
神
戸
某
商
会
の
一
大
後
援
」
〔
「
佐
賀
新
聞
」
一
九
一
六
年
八
月
三
一
日
〕
）
。

な
お
、
そ
れ
ら
三
銀
行
の
沿
革
に
つ
い
て
触
れ
る
と
以
下
の
と
お
り
と
な
る
。

古
賀
銀
行
は
、
一
八
八
五
年
（
明
治
一
八
）
に
古
賀
善
平
に
よ
り
設
立
さ
れ
、
同
じ
く
古
賀
が
一
八
八
九
年
に
移
転
開
業
の
形
を
と
つ
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た
佐
賀
第
七
十
二
国
立
銀
行
と
、
一
八
九
三
年
に
合
併
し
た
。
そ
の
結
果
、
佐
賀
第
七
十
二
国
立
銀
行
と
な
る
が
、
一
八
九
八
年
の
普

通
銀
行
へ
の
転
換
に
と
も
な
い
株
式
会
社
佐
賀
銀
行
と
改
称
し
、
古
賀
善
兵
衛
の
代
に
な
り
、
一
九
一
三
年
（
大
正
二
）
に
再
び
株
式

会
社
古
賀
銀
行
と
し
た
。
当
時
の
古
賀
銀
行
は
、
九
州
に
お
け
る
五
大
銀
行
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
、
ち
な
み
に
現
在
、
そ
の
本
店
の
建

物
は
、
創
立
者
古
賀
善
平
の
住
宅
、
そ
し
て
本
稿
中
で
も
名
前
が
出
て
く
る
福
田
塵
四
郎
の
住
宅
な
ど
と
と
も
に
、
複
数
の
建
物
に
よ

り
構
成
さ
れ
る
佐
賀
市
歴
史
民
俗
館
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
古
賀
銀
行
は
、
一
族
が
経
営
し
て
い
た
県
内
の
北
方
炭
鉱
や
長
崎
県
の

松
島
炭
鉱
の
経
営
不
振
の
影
響
な
ど
に
よ
り
、
一
九
一
一
六
年
五
月
六
日
に
取
り
付
け
に
あ
う
こ
と
か
ら
休
業
に
追
い
込
ま
れ
、
一
九
一
一
一

三
年
（
昭
和
八
）
に
解
散
し
た
。

佐
賀
百
六
銀
行
は
、
一
八
七
九
年
（
明
治
一
二
）
に
鍋
島
本
家
な
ど
の
関
与
の
も
と
、
佐
賀
第
百
六
国
立
銀
行
と
し
て
設
立
さ
れ
、

県
下
最
大
の
国
立
銀
行
と
し
て
そ
の
基
礎
を
固
め
て
い
っ
た
。
そ
の
後
、
一
八
九
八
年
の
普
通
銀
行
へ
の
転
換
に
と
も
な
い
株
式
会
社

佐
賀
百
六
銀
行
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
慢
性
不
況
、
そ
し
て
、
昭
和
に
は
い
っ
て
か
ら
の
一
県
一
行
主
義
に
よ

る
銀
行
合
同
が
進
む
中
で
、
住
友
銀
行
に
経
営
を
委
譲
す
る
方
針
を
固
め
た
。
そ
の
結
果
、
一
九
四
一
年
（
昭
和
一
六
）
九
月
に
、
支

店
を
伊
万
里
銀
行
な
ど
の
合
併
に
よ
り
一
九
三
九
年
に
設
立
さ
れ
た
佐
賀
興
業
銀
行
に
譲
渡
す
る
と
と
も
に
、
佐
賀
の
本
店
の
営
業
を

住
友
銀
行
（
佐
賀
支
店
）
に
譲
渡
し
て
解
散
し
た
。
・

え
い栄
銀
行
は
、
伊
丹
文
右
衛
門
に
よ
り
一
八
八
一
一
年
（
明
治
一
五
）
に
設
立
さ
れ
た
。
続
い
て
一
一
代
頭
取
の
伊
丹
弥
太
郎
は
、
株
式
会

社
佐
賀
貯
蓄
銀
行
、
佐
賀
セ
メ
ン
ト
株
式
会
社
、
佐
賀
県
農
工
銀
行
、
広
滝
水
力
電
気
株
式
会
社
等
の
設
立
に
関
与
し
、
深
川
家
（
佐

賀
市
内
）
と
と
も
に
い
わ
ゆ
る
「
佐
賀
財
閥
」
を
確
立
し
た
。
ま
た
、
大
正
時
代
の
彼
は
、
先
に
触
れ
た
松
永
安
左
エ
門
が
深
く
か
か

わ
る
九
州
電
灯
鉄
道
株
式
会
社
や
、
東
邦
電
力
株
式
会
社
の
設
立
時
の
社
長
に
就
任
し
、
県
下
多
額
納
税
者
と
し
て
貴
族
院
議
員
に
も

な
っ
て
い
た
。
ち
な
み
に
、
現
在
、
紅
葉
の
時
期
の
観
光
地
と
な
っ
て
い
る
神
埼
の
九
年
庵
は
彼
の
別
荘
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
第
一

次
世
界
大
戦
後
の
慢
性
不
況
の
中
で
、
彼
の
事
業
の
多
く
が
苦
境
に
陥
り
、
特
に
姻
戚
関
係
に
あ
っ
た
深
川
家
の
深
川
造
船
所
（
筑
後

川
に
架
か
る
昇
開
橋
そ
ば
の
福
岡
県
若
津
）
の
破
綻
が
致
命
傷
と
な
り
、
彼
の
事
業
の
中
心
で
あ
っ
た
栄
銀
行
は
、
一
九
一
一
五
年
（
大
正

本
論
に
戻
っ
て
、
さ
ら
に
佐
賀
経
済
と
鈴
木
商
店
と
の
関
係
を
み
て
い
く
と
、
当
時
、
佐
賀
ｌ
久
留
米
間
で
敷
設
が
計
画
さ
れ
て
い

た
肥
筑
軌
道
株
式
会
社
の
設
立
に
も
、
鈴
木
が
資
本
参
加
す
る
形
で
関
与
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
か
か
わ
り
が
あ
る
こ
と
で
地
元
に

お
け
る
株
式
の
募
集
も
順
調
に
進
ん
だ
（
「
肥
筑
軌
道
状
況
」
〔
「
佐
賀
新
聞
」
一
九
一
六
年
一
○
月
二
六
且
）
。

鈴
木
商
店
の
深
い
関
与
の
中
で
、
紡
績
工
場
の
建
設
が
具
体
化
し
て
く
る
と
、
一
九
一
六
年
（
大
正
五
）
一
○
月
一
日
に
鈴
木
商
店

よ
し
３

重
役
の
井
田
亦
吉
が
、
佐
賀
市
長
の
野
口
能
毅
、
佐
賀
財
界
の
古
賀
製
次
郎
、
福
田
慶
四
郎
、
伊
丹
彦
次
郎
、
太
田
米
三
郎
、
木
下
猪

之
介
ら
と
懇
談
し
、
予
定
地
を
見
聞
す
る
と
と
も
に
、
一
二
月
四
日
に
は
、
佐
賀
紡
績
会
社
創
立
事
務
所
の
福
田
や
木
下
と
鈴
木
商
店

関
係
の
高
橋
技
師
が
、
第
一
・
第
二
の
予
定
敷
地
の
実
測
を
行
っ
た
。

そ
し
て
、
一
九
一
六
年
一
二
月
二
○
日
に
佐
賀
市
公
会
堂
に
お
い
て
創
立
総
会
が
開
か
れ
、
佐
賀
紡
績
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
た
。

そ
こ
に
は
、
総
株
主
三
三
七
名
の
う
ち
一
一
○
三
名
が
出
席
し
、
定
款
、
役
員
な
ど
が
決
定
さ
れ
た
が
、
役
員
構
成
に
つ
い
て
は
、
鈴
木

商
店
側
及
び
県
外
の
人
物
の
割
合
が
高
か
っ
た
。
ま
た
、
一
九
一
七
年
一
○
月
三
一
日
現
在
と
な
る
が
、
佐
賀
紡
績
の
『
第
一
回
事
業

報
告
書
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
株
主
中
、
特
に
五
○
○
株
以
上
を
有
す
る
二
八
名
と
そ
の
保
有
数
な
ど
を
示
す
と
表
の
と
お
り
で
あ
る

（
総
発
行
株
式
数
六
万
株
、
こ
の
時
点
で
は
総
株
主
数
三
七
二
名
中
）
。

さ
ら
に
、
設
立
時
の
役
員
構
成
を
み
る
と
、
設
立
当
初
は
、
工
場
の
責
任
者
で
あ
る
支
配
人
を
未
決
定
と
し
た
が
、
ま
も
な
く
鈴
木

側
の
波
多
野
恕
吉
が
当
た
る
こ
と
に
な
り
、
相
談
役
に
佐
賀
市
長
の
野
口
能
毅
と
鈴
木
商
店
の
統
率
者
で
あ
る
金
子
直
吉
、
専
務
取
締

役
に
鈴
木
側
の
井
田
亦
吉
、
取
締
役
に
地
元
の
伊
丹
彦
次
郎
、
太
田
米
三
郎
、
福
田
慶
四
郎
が
つ
く
一
方
、
鈴
木
側
と
し
て
、
土
屋
新

兵
衛
、
竹
村
房
吉
、
そ
し
て
、
長
崎
の
政
財
界
に
か
か
わ
り
が
深
い
人
物
と
し
て
、
橋
本
喜
造
、
原
填
一
、
さ
ら
に
佐
賀
出
身
で
も
あ

る
川
副
網
隆
が
名
を
連
ね
た
。
そ
し
て
監
査
役
に
は
、
地
元
の
古
賀
製
次
郎
、
松
尾
寛
三
（
有
田
出
身
、
東
京
在
住
）
、
そ
し
て
鈴
木
側

の
西
岡
貞
太
郎
が
当
た
っ
た
。

佐
賀
銀
行
が
設
立
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
で
、
今
日
の
佐
賀
銀
行
に
い
た
る
戦
前
・
戦
後
の
県
内
の
銀
行
統
合
に
つ
い
て
も
述
べ
て
お
く
と
、
一
九
三
一
年
（
昭
和
六
）

に
唐
津
銀
行
を
中
核
と
し
て
佐
賀
中
央
銀
行
が
設
立
さ
れ
、
一
九
五
五
年
に
同
行
と
前
に
触
れ
た
佐
賀
興
業
銀
行
が
合
併
す
る
こ
と
で

汝
世
界
大
戦
後
の
慢
性
不
況
の
中
で
、
彼
の
事
業
の
多
く
が
苦
境
に
陥
り
、

川
に
架
か
る
昇
開
橋
そ
ば
の
福
岡
県
若
津
）
の
破
綻
が
致
命
傷
と
な
り
、
彼
（

一
四
）
に
唐
津
銀
行
に
吸
収
合
併
さ
れ
た
。

下
》
ｌ
’
・
味
．
’
蕊
；
職
・
砺
隠
’
薪
。
詞
寸
、
§
＃
Ⅲ
一
隅
哩
塑
艶
・
画
小
出
●
回
悼
心
『
Ⅱ
晩
蕊
鱒
剥
“
Ｉ
質
Ｍ
３
４
ｉ
ｂ
Ｉ
６
０
３
９
”
“
”
凹
凹
刃
３
Ｄ
側
Ⅲ
可
１
●
国
刊
＃
Ⅱ
●
喝
＃
．
』
＃
『
、
§
“
；
“
ｕ
畑
叩
睦
・
ｉ
１
Ｈ
３
何
か
ｎ
ｌ
Ｈ
３
１
『
＃
０
９
．
句
咽
哩
》
勺
嘩
、
雫
０
勺
至
り
●
廻
雪
ｑ
〃
・
塾
。
雪
亭
．
●
雲
診
》
．
Ｊ
・
・
峠
、
。
，
●
弓
Ｊ
●
一
ｑ
、
●
い
竪
豊
官
”
”
割
”
叩
・
Ｐ
ロ
”
’
が
”
雲
．
●
●
唐
．
遭
訓
・
旬
叱
嘩
“
．
氏
側
付
Ｈ
１
奇
聞
叩
如
加
帥
い
皿
碍
Ⅲ
画
一
＃
ｆ
Ｎ
旧
制
恥
‐
，
狙
い
詞
屯
営
岨
。
佃
押
、
胴
軒
為
剛
司
姻
⑪
州
埼
、
‐
奇
狙
咽
剣
唖
一
晩
坐
師
毎
一
口
唾
諏
》
》
《
Ⅲ
咽
智
但
翌
測
琶
恥
叩
”
”
い
町
可
一
一
口
℃
Ⅲ
”
寺
企
『
希
哩
廻
Ⅷ
牢
』
叩
銅
一
岬
一
碓
葺
惚
吋
守
碓
軍
『
剰
叫
今
べ
銀
当
山
》
“
神
聖
酔
風
釦
国
言
。
盛
叫
筆
画
貝
唾
”
叩
庖
，
ご
畢
些
・
ロ
、
幻
函
園
震
酢
”
恥
”
い
“
。
＃
隆
９
塁

に
唐
津
銀
行
に
吸
収
合
併
さ
れ
た
。
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500株以上を有する佐賀紡績株主

結
局
、
開
業
時
に
は
、
取
締
役
社
長
に
鈴
木
と
の
接
点
も
あ
る
橋
本
喜
造
、
専
務
取
締
役
に
井
田
亦
吉
、
取
締
役
に
原
興
一
、
竹
村

房
吉
、
土
屋
新
兵
衛
、
福
田
塵
四
郎
、
伊
丹
彦
次
郎
、
川
副
綱
隆
、
古
賀
製
次
郎
、
監
査
役
に
森
衆
郎
、
吉
岡
卯
八
、
副
島
延
一
、
支

配
人
に
波
多
野
恕
吉
、
そ
し
て
相
談
役
に
野
口
能
毅
と
金
子
直
吉
が
つ
い
た
。

そ
れ
ら
役
員
を
つ
と
め
た
主
要
人
物
の
略
歴
や
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
に
関
す
る
推
論
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

社
長
を
つ
と
め
た
橋
本
喜
造
（
一
八
七
一
一
’
一
九
四
七
）
は
長
崎
県
出
身
で
、
長
崎
商
業
学
校
、
長
崎
外
国
語
学
校
卒
で
、
の
ち
に

海
外
遊
学
も
経
験
し
て
い
る
。
事
業
関
係
で
は
、
橋
本
汽
船
、
佐
賀
紡
績
、
堂
島
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
、
長
崎
新
聞
社
、
日
本
タ
イ
プ
ラ
イ

タ
ー
、
龍
王
汽
船
、
雲
仙
観
光
ホ
テ
ル
各
株
式
会
社
社
長
、
佐
世
保
商
業
銀
行
頭
取
、
日
本
海
運
、
国
際
汽
船
各
株
式
会
社
取
締
役
、

港
湾
協
会
、
日
本
船
主
協
会
、
日
本
ホ
テ
ル
協
会
各
理
事
、
大
阪
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
協
会
長
、
日
本
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
協
会
副
会
長
な
ど
を

●

つ
と
め
て
い
る
。
さ
ら
に
政
治
関
係
に
つ
い
て
は
、
佐
世
保
市
会
議
員
、
長
崎
県
議
会
議
員
、
そ
し
て
、
長
崎
県
第
四
区
選
出
で
衆
議

院
議
員
（
一
九
一
七
’
一
一
八
、
憲
政
会
、
新
正
倶
楽
部
）
を
三
期
つ
と
め
て
い
る
。
特
に
彼
の
衆
議
院
議
員
と
し
て
の
後
半
の
活
動
時
期
と
、

あ
と
で
出
て
く
る
武
藤
山
治
の
議
員
活
動
の
時
期
が
重
な
っ
て
く
る
こ
と
と
、
佐
賀
紡
績
の
再
建
も
そ
の
時
期
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て

注
視
願
い
た
い
。

な
お
、
橋
本
と
鈴
木
商
店
と
の
関
係
は
、
彼
の
汽
船
、
海
運
関
係
の
事
業
か
ら
接
点
が
出
て
く
る
こ
と
と
、
出
身
が
長
崎
で
佐
賀
に

近
い
こ
と
、
そ
し
て
何
よ
り
も
、
多
数
の
株
式
保
有
が
佐
賀
紡
績
社
長
抜
擢
の
理
由
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
、
彼
は
い
わ

ゆ
る
船
成
金
で
、
事
業
欲
も
旺
盛
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
彼
の
海
運
会
社
を
用
い
て
、
佐
賀
紡
績
へ
の
機
械
の
翰
入
が
な
さ
れ
た
経

緯
な
ど
も
み
ら
れ
る
の
で
、
従
来
の
彼
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
彼
の
佐
賀
紡
績
の

保
有
株
数
に
つ
い
て
、
一
九
一
一
○
年
（
大
正
九
）
か
ら
払
込
が
行
わ
れ
た
新
株
の
保
有
状
況
も
確
認
で
き
る
、
同
年
五
月
一
日
か
ら
一

○
月
一
一
一
一
日
ま
で
の
『
第
七
回
事
業
報
告
書
」
を
例
に
み
る
と
、
旧
株
一
六
四
五
○
株
（
六
万
株
中
）
、
新
株
九
二
七
五
株
（
四
万
株
中
）
、

計
二
五
七
一
一
五
株
（
一
○
万
株
中
）
で
、
い
ず
れ
も
一
位
で
あ
っ
た
。

川
副
網
隆
（
一
八
五
九
’
一
九
四
三
は
、
佐
賀
藩
士
・
川
副
与
左
衛
門
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
、
藩
校
弘
学
館
に
学
び
、
の
ち
に

伊
万
里
に
住
ん
だ
。
彼
は
伊
万
里
の
牧
島
の
干
拓
で
有
名
で
、
農
業
を
営
む
か
た
わ
ら
、
牧
村
の
村
長
に
も
な
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、

現
在
は
陸
続
き
に
な
っ
て
い
る
が
、
も
と
、
こ
の
島
に
は
佐
賀
藩
の
馬
を
育
て
る
牧
場
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
佐
世
保
で
市
議
会
の
議

員
、
同
議
長
な
ど
も
つ
と
め
、
さ
ら
に
一
九
一
八
年
（
大
正
七
）
に
資
本
金
二
○
○
万
円
の
佐
世
保
商
業
銀
行
を
糸
山
銀
行
の
買
収
に

よ
り
設
立
し
て
、
そ
の
頭
取
に
つ
い
て
い
る
。
ま
た
、
憲
政
会
所
属
で
長
崎
県
第
二
区
選
出
の
衆
議
院
議
員
（
一
九
二
○
’
一
面
）
を

一
期
つ
と
め
る
と
と
も
に
、
憲
政
会
幹
事
に
も
つ
い
て
い
る
。
さ
ら
に
、
伊
万
里
で
は
、
伊
万
里
銀
行
の
監
査
役
も
つ
と
め
て
い
る
。

な
お
、
彼
は
佐
賀
と
接
点
が
あ
る
と
と
も
に
、
佐
世
保
市
政
へ
の
関
与
と
佐
世
保
商
業
銀
行
頭
取
な
ど
の
経
歴
で
、
先
の
橋
本
と
地
縁

的
に
重
な
る
と
こ
ろ
に
彼
と
の
接
点
が
見
出
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

原
境
一
は
一
八
六
六
年
（
慶
応
二
）
生
ま
れ
、
長
崎
県
上
五
島
の
有
川
出
身
で
、
中
国
貿
易
、
ト
ロ
ー
ル
漁
業
、
そ
し
て
捕
鯨
業
な

ど
で
成
功
を
お
さ
め
、
一
九
○
八
年
（
明
治
四
二
に
大
阪
で
東
洋
捕
錬
株
式
会
社
、
原
商
事
会
社
を
設
立
し
て
い
る
。

松
尾
寛
三
（
一
八
五
九
’
一
九
一
一
二
）
は
西
有
田
の
出
身
で
、
一
八
八
三
年
（
明
治
一
六
）
に
県
会
議
員
に
当
選
す
る
と
と
も
に
、
立

憲
自
由
党
に
属
し
、
一
八
九
四
年
か
ら
一
八
九
八
年
ま
で
一
一
期
に
わ
た
り
衆
議
院
議
員
を
つ
と
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
天
草
電
灯
株
式

会
社
社
長
、
小
樽
漁
港
、
帝
国
瓦
斯
電
灯
、
松
尾
工
場
、
南
洋
製
糖
各
株
式
会
社
取
締
役
、
日
本
勧
業
銀
行
、
東
洋
捕
鯨
、
浦
賀
船
渠
、
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1917年（大正６）１０月31日現在．

出所：『佐賀紡績株式会社第１回事業

報告書」（1916年１２月20日から1917年

１０月31日までの報告）

近・現代２３５１戟間期における佐賀経済と中央の大資本との関係 23‘

氏名 ｜株数｜府県別
l～10位

檎本喜途 16500 兵庫

山下心三郎 3000 東京

西岡貞太郎 2100 福岡

井田亦吉 2000 兵庫

威風一 2000 大阪

竹村脇吉 1500 兵庫

土屋折兵衛 1500 福岡

宮本政次郎 1500 東京

森衆郎 1500 兵庫

隅田伊賀彦 1500 福岡

11～18位

波多野恕吉 1200 佐賀

伊丹弥太郎 1000 佐賀

深川喜次郎 1000 佐賀

蓮田助七 1000 大阪

福田塵四郎 1000 佐賀

古賀善兵衛 １０００ 佐賀

古賀製次郎 1０００ 佐賀

小森市太郎 550 兵康

19位

伊丹彦次郎 500 佐賀

太田米三郎 500 佐賀

川刷綱隆 500 長崎

谷口清八 500 佐賀

田中猪作 500 佐賀

山口緯一 500 佐賀

松尾寛三 500 東京

古賀万次郎 500 佐賀

古面奪一 500 東京

下村栓之助 500 佐賀



２
操
業
開
始

開
業
式
は
一
九
一
八
年
（
大
正
七
）
二
月
一
一
日
に
行
わ
れ
、
約
八
○
○
名
の
来
賓
が
参
加
し
た
（
「
佐
紡
開
業
式
」
〔
「
佐
賀
新
聞
」

一
九
一
八
年
二
月
一
三
日
〕
）
。
当
初
の
計
画
で
は
、
二
万
錘
規
模
の
紡
績
機
、
織
機
三
○
○
台
の
設
置
を
予
定
し
て
い
た
が
、
早
々
か

ら
佐
賀
紡
績
向
け
の
精
紡
機
を
積
ん
で
い
た
ペ
ル
シ
ャ
ス
号
が
、
ド
イ
ツ
潜
水
艇
に
よ
り
撃
沈
さ
れ
る
と
い
う
ト
ラ
ブ
ル
に
み
ま
わ
れ

た
り
も
し
た
。
そ
こ
で
鈴
木
商
店
を
経
て
、
イ
ン
ド
の
カ
ル
カ
ッ
タ
か
ら
イ
ギ
リ
ス
製
中
古
紡
績
機
七
○
○
○
錘
を
入
手
し
、
そ
の
一

部
が
入
荷
さ
れ
る
こ
と
で
操
業
開
始
に
い
た
っ
た
。
結
局
、
開
業
時
は
紡
績
機
五
○
○
○
錘
、
織
機
二
○
四
台
で
操
業
し
て
い
た
。

そ
の
後
、
工
場
の
拡
張
が
な
さ
れ
、
一
九
一
九
年
一
○
月
末
に
は
、
紡
績
機
一
万
九
五
○
○
錘
へ
撚
糸
機
三
六
○
○
錘
、
織
機
四
○

八
台
と
な
っ
た
。
ま
た
、
一
九
一
九
年
五
月
一
日
か
ら
一
○
月
三
一
日
ま
で
の
生
産
高
は
、
粗
布
一
六
○
万
九
九
五
二
ヤ
ー
ド
、
天
竺

一
二
○
万
一
一
八
一
七
ヤ
ー
ド
、
綿
糸
二
五
三
梱
で
、
総
収
入
一
一
一
一
一
一
一
万
八
九
六
五
円
、
総
支
出
一
一
○
万
六
五
○
○
円
、
利
益
金
は
二

寺
町
裏
と
新
道
路
西
部
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
も
、
新
道
路
西
部
は
三
尺
余
り
土
地
が
低
い
こ
と
と
、
佐
賀
市
が
西
へ
発
展
す
る
傾
向

に
あ
る
こ
と
な
ど
が
懸
念
さ
れ
た
が
、
結
局
、
寺
町
裏
に
つ
い
て
は
価
格
が
折
り
合
わ
ず
、
一
九
一
六
年
（
大
正
五
）
一
二
月
二
五
日

に
交
渉
が
ま
と
ま
る
に
い
た
っ
た
新
道
路
西
部
に
決
定
さ
れ
た
（
「
佐
紡
敷
地
問
題
（
一
）
．
（
二
）
」
他
〔
「
佐
賀
新
聞
」
一
九
一
六
年
一
一
一

月
二
二
・
二
三
・
一
一
六
日
〕
）
。
今
日
、
佐
賀
市
立
図
書
館
、
「
ア
バ
ン
セ
」
（
佐
賀
県
立
女
性
セ
ン
タ
ー
・
佐
賀
県
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）
、

そ
し
て
佐
賀
新
聞
社
な
ど
が
立
ち
並
ぶ
「
ど
ん
ど
ん
ど
ん
の
森
」
と
な
っ
て
い
る
場
所
で
あ
る
。

翌
一
九
一
七
年
三
月
一
○
日
に
地
鎮
祭
が
行
わ
れ
、
一
二
日
よ
り
起
工
し
た
。
当
時
の
敷
地
は
二
万
六
○
○
○
坪
余
り
で
、
そ
の
う

ち
第
一
期
計
画
と
し
て
一
万
坪
を
区
画
し
、
当
初
の
建
坪
は
約
二
六
○
○
坪
で
あ
っ
た
。
同
年
一
○
月
初
旬
に
は
、
工
費
約
四
○
万
円

を
要
し
九
分
通
り
完
成
し
て
い
る
建
設
地
に
、
大
工
の
み
み
て
も
一
○
○
名
以
上
、
土
方
そ
の
他
が
日
々
四
七
○
名
余
り
働
い
て
い
た
。

ま
た
、
こ
の
時
期
に
は
、
す
で
に
従
業
員
の
募
集
も
開
始
さ
れ
て
い
た
が
、
女
工
は
募
集
予
定
の
七
○
○
名
の
う
ち
二
○
○
名
ほ
ど
が

応
募
し
て
き
て
い
る
も
の
の
、
会
社
側
が
特
に
求
め
て
い
る
自
宅
通
勤
の
女
子
従
業
員
の
集
ま
り
が
思
わ
し
く
な
く
、
結
局
、
他
地
域

か
ら
の
募
集
を
進
め
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
（
「
佐
賀
紡
の
近
況
」
〔
「
佐
賀
新
聞
」
一
九
一
七
年
一
○
月
三
日
〕
）
。

東
京
醤
油
、
亜
鉛
工
業
、
深
川
造
船
所
、
佐
賀
紡
績
、
深
川
製
磁
、
日
本
銑
鉄
、
東
洋
油
脂
各
株
式
会
社
監
査
役
な
ど
も
歴
任
し
て
い

る
。
ま
た
、
明
治
政
府
が
打
ち
出
し
た
殖
産
興
業
政
策
を
受
け
て
、
全
国
で
五
二
会
と
い
う
組
織
が
つ
く
ら
れ
た
が
、
そ
の
佐
賀
県
支

部
で
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
、
今
日
の
有
田
陶
器
市
の
前
身
に
当
た
る
「
五
一
一
会
陶
磁
器
品
評
会
」
を
始
め
た
の
も
彼
で
あ
っ
た
。

次
に
鈴
木
商
店
関
係
の
人
物
と
し
て
、
支
配
人
を
つ
と
め
た
波
多
野
恕
吉
は
岡
山
県
出
身
で
、
岡
山
紡
績
、
京
都
絹
糸
、
大
阪
紡
績
、

南
洋
紡
績
な
ど
に
つ
と
め
た
の
ち
鈴
木
商
店
に
入
社
し
た
。
そ
し
て
、
一
一
年
間
ほ
ど
の
欧
米
綿
業
視
察
を
経
て
、
機
械
輸
入
部
門
に
勤

務
し
、
そ
の
後
、
鈴
木
の
傘
下
に
は
い
っ
た
東
京
の
織
布
会
社
の
経
営
に
従
事
し
た
う
え
、
佐
賀
紡
績
の
支
配
人
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
。

井
田
亦
吉
と
竹
村
房
吉
は
鈴
木
の
関
係
者
で
あ
る
と
と
も
に
、
同
系
列
の
天
満
織
物
の
主
要
株
主
で
、
土
屋
新
兵
衛
、
西
岡
貞
太
郎

（
株
式
会
社
鈴
木
商
店
下
関
支
店
長
他
、
関
係
会
社
の
役
員
も
多
く
兼
任
）
も
、
鈴
木
の
関
係
者
、
ま
た
は
従
業
員
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
福
田
塵
四
郎
（
一
八
六
七
’
一
九
四
五
）
は
、
佐
賀
百
六
銀
行
頭
取
を
は
じ
め
、
幅
広
く
重
鎮
と
し
て
佐
賀
経
済
に
か
か

わ
る
と
と
も
に
、
佐
賀
市
に
本
社
そ
し
て
神
戸
（
村
尾
安
彦
が
協
力
者
）
・
大
連
に
営
業
所
を
置
く
海
運
会
社
の
朝
日
商
会
な
ど
も
率
い

て
お
り
、
伊
丹
弥
太
郎
の
妹
婿
に
当
た
り
栄
銀
行
等
に
か
か
わ
る
伊
丹
彦
次
郎
、
古
賀
銀
行
専
務
な
ど
の
太
田
米
三
郎
、
炭
鉱
経
営
者

の
古
賀
製
次
郎
な
ど
の
名
前
が
出
て
く
る
が
、
い
ず
れ
も
佐
賀
財
界
の
主
要
人
物
で
あ
る
。
特
に
福
田
は
海
運
業
に
も
か
か
わ
り
、
し

か
も
神
戸
に
も
拠
点
を
持
つ
こ
と
か
ら
、
鈴
木
と
の
接
点
が
出
て
く
る
の
で
は
を
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。

佐
賀
紡
績
の
設
立
に
か
か
わ
る
思
惑
と
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
を
総
括
す
る
と
、
①
佐
賀
財
界
は
、
地
元
で
の
紡
績
会
社
の
設

立
を
計
画
す
る
と
と
も
に
、
特
に
福
田
慶
四
郎
が
鈴
木
商
店
の
拠
点
で
も
あ
る
神
戸
へ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
っ
て
い
る
こ
と
、
②
鈴

木
商
店
は
九
州
、
さ
ら
に
台
湾
を
は
じ
め
と
す
る
ア
ジ
ア
地
域
へ
の
一
層
の
勢
力
拡
大
を
め
ざ
し
て
お
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
佐
賀
に

お
け
る
紡
績
業
設
立
に
も
興
味
を
示
し
て
い
る
こ
と
、
③
佐
賀
藩
士
を
父
に
も
つ
川
副
や
、
中
央
へ
の
パ
イ
プ
役
と
い
え
る
松
尾
（
特

に
彼
の
場
合
は
東
京
で
あ
る
が
）
な
ど
、
伊
万
里
や
有
田
と
い
っ
た
佐
賀
県
西
部
に
関
係
の
深
い
人
物
の
佐
世
保
（
長
崎
）
経
済
へ
の
か

か
わ
り
が
、
橋
本
や
原
と
の
接
点
に
な
る
こ
と
、
④
さ
ら
に
橋
本
や
原
が
鈴
木
商
店
と
の
か
か
わ
り
を
持
つ
こ
と
、
な
ど
か
ら
彼
ら
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
、
設
立
に
つ
な
が
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
で
き
る
。

再
び
本
論
に
戻
っ
て
、
総
会
の
時
点
に
お
い
て
用
地
は
確
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
候
補
に
あ
が
っ
て
い
た
敷
地
は
、
神
野
村
の
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五
万
一
一
一
一
九
○
円
で
、
配
当
が
一
割
三
分
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
『
実
業
の
佐
賀
』
第
三
巻
第
一
号
（
一
九
二
○
年
一
月
）
の
「
大
正
八

年
下
半
期
に
於
け
る
佐
賀
事
業
界
の
業
蹟
」
に
よ
る
と
、
好
況
の
た
め
、
佐
賀
紡
績
の
株
価
は
一
○
○
円
を
突
破
し
た
（
二
七
ペ
ー
ジ
）
。

そ
し
て
、
一
九
一
一
○
年
か
ら
は
夜
業
も
計
画
さ
れ
た
。

一
九
一
九
年
下
半
期
の
在
籍
女
工
は
約
一
二
○
○
名
で
、
そ
の
う
ち
佐
賀
県
出
身
者
が
約
三
○
○
名
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
実
際
の

勤
務
者
は
八
○
○
名
余
り
と
七
割
程
度
で
し
か
な
か
っ
た
う
え
、
労
働
時
間
が
午
前
六
時
か
ら
午
後
六
時
で
あ
っ
た
た
め
、
通
勤
女
工

の
確
保
も
容
易
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
労
働
力
の
確
保
は
重
要
課
題
で
、
度
々
、
新
聞
紙
上
等
に
募
集
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
当
時
、
見
習
い
で
日
収
四
○
銭
以
上
、
受
負
工
女
で
月
収
一
五
円
以
上
三
○
余
円
、
休
日
は
毎
月
四
回
で
、
毎
休
業

日
に
は
活
動
写
真
、
演
劇
、
浪
花
節
、
衛
生
そ
の
他
の
講
演
が
供
せ
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
会
社
側
の
募
集
へ
の
力
の
入
れ
具
合
と
し
て
、

寄
宿
舎
に
住
む
労
働
者
の
食
費
は
全
額
会
社
負
担
と
し
、
通
勤
女
子
労
働
者
の
食
費
補
給
費
を
五
銭
か
ら
一
○
銭
に
引
き
上
げ
た
。

一
九
一
一
○
年
に
な
る
と
、
戦
後
不
況
の
到
来
に
よ
り
景
気
の
見
通
し
が
良
く
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
、
資
本
金
を
一
一
一
○
○
万
円
か

ら
五
○
○
万
円
に
増
資
し
、
増
資
新
株
四
万
株
の
う
ち
五
○
○
○
株
に
つ
い
て
は
公
募
す
る
こ
と
も
決
定
し
た
。
佐
賀
紡
鎖
は
、
一
九

一
一
○
年
中
期
に
は
紡
績
機
三
万
二
一
一
四
八
錘
、
撚
糸
機
六
四
八
○
錘
、
織
機
四
○
八
台
を
有
し
、
九
州
電
灯
鉄
道
と
の
送
電
契
約
も
八

○
キ
ロ
ワ
ッ
ト
と
な
り
、
予
備
用
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
一
○
○
○
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
火
力
発
電
所
の
建
設
に
も
着
手
し
た
。
こ
れ
ら
の
設
備
に

よ
っ
て
、
生
産
能
力
は
年
間
で
織
布
原
糸
五
五
○
○
梱
、
粗
布
八
一
六
万
ヤ
ー
ド
、
綿
糸
四
一
番
手
六
一
一
四
○
梱
に
達
し
た
。

な
お
、
当
時
の
国
内
の
世
相
と
し
て
、
大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
は
労
働
運
動
が
高
揚
し
て
く
る
時
期
で
、
さ
ら
に
慢
性

不
況
も
そ
れ
に
拍
車
を
か
け
た
。
佐
賀
紡
績
で
は
、
一
九
一
一
一
一
一
年
七
月
一
八
日
夜
、
精
紡
工
場
の
女
工
一
七
○
名
が
午
前
○
時
二
○
分

の
休
憩
時
間
中
に
一
斉
に
外
出
し
、
休
憩
時
間
終
了
後
に
な
っ
て
も
帰
職
し
な
い
と
い
う
問
題
が
起
き
た
。
そ
こ
で
、
関
係
者
が
ス
ト

ラ
イ
キ
か
と
思
っ
た
と
こ
ろ
、
女
工
た
ち
は
三
々
五
々
職
場
に
戻
っ
た
と
い
う
結
末
を
む
か
え
た
が
、
新
聞
紙
上
で
は
、
そ
れ
で
も
内

部
的
問
題
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
伝
え
た
（
「
佐
賀
紡
績
女
工
の
気
紛
れ
怠
業
」
〔
「
佐
賀
新
聞
」
一
九
一
一
一
一
一
年
七
月
一
九
日
〕
）
。

二
佐
賀
紡
績
の
休
業
と
武
藤
山
治
へ
の
再
建
依
頼

当
時
の
資
本
金
は
五
○
○
万
円
、
う
ち
払
込
資
本
金
は
三
五
○
万
円
で
、
従
業
員
数
は
男
子
職
工
三
二
四
名
、
女
子
職
工
一
一
三
七

名
、
事
務
員
な
ど
約
一
○
○
名
を
擁
し
て
い
た
。
事
業
成
績
は
、
前
々
期
（
一
九
二
三
年
五
月
一
日
か
ら
同
年
一
○
月
三
一
日
）
に
約
二

一
万
円
の
欠
損
を
繰
り
越
し
、
前
期
（
一
九
二
三
年
一
一
月
一
日
か
ら
一
九
二
四
年
四
月
三
○
日
）
に
は
そ
れ
を
補
填
し
、
一
万
二
○
○

○
円
ほ
ど
の
純
益
を
繰
り
越
し
た
。
し
か
し
、
今
期
（
一
九
二
四
年
五
月
一
日
か
ら
同
年
一
○
月
三
一
日
）
に
な
る
と
、
毎
月
二
万
四
○

○
○
円
ほ
ど
の
欠
損
を
出
し
、
七
月
三
一
日
に
は
原
綿
の
買
い
入
れ
を
中
止
し
、
八
月
中
旬
に
は
工
場
を
閉
鎖
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ま
た
、
こ
の
頃
に
な
る
と
、
大
株
主
で
あ
る
鈴
木
商
店
の
経
営
状
態
が
思
わ
し
く
な
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
主
力
取
引
銀
行
で
あ
っ
た

台
湾
銀
行
は
融
資
を
蹄
膳
し
つ
つ
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
付
近
の
商
店
を
は
じ
め
、
佐
賀
市
に
甚
大
な
影
響
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
や
、
一
二
～
一
三
円
五
○
銭
と
い
う
値
を
つ
け
て

い
る
株
価
の
下
落
な
ど
が
懸
念
さ
れ
た
。
そ
し
て
新
聞
紙
上
で
は
、
買
収
・
合
併
に
つ
い
て
の
憶
測
が
飛
び
交
っ
て
い
る
こ
と
に
も
触

れ
ら
れ
た
が
、
そ
の
件
に
つ
い
て
波
多
野
専
務
は
、
有
利
な
条
件
で
な
い
と
応
じ
ら
れ
な
い
と
し
た
。

八
月
五
日
に
、
佐
賀
紡
績
相
談
役
で
も
あ
っ
た
野
口
能
毅
佐
賀
市
長
が
上
阪
し
、
佐
賀
紡
績
の
委
託
経
営
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
六

日
・
七
日
に
鐘
淵
紡
績
株
式
会
社
社
長
の
武
藤
山
治
（
一
八
六
七
’
一
九
三
四
、
一
八
九
四
年
入
社
、
一
九
三
○
年
一
月
社
長
退
任
・
相
談

役
就
任
）
と
会
見
し
た
。
鐘
紡
は
東
京
に
本
社
を
置
い
て
い
た
が
、
同
社
も
武
藤
も
神
戸
を
拠
点
と
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
武
藤
は
『
紡

れ
の
不
利
さ
や
、
不
景
気
に
よ
る
内

年
八
月
三
日
・
九
日
・
九
月
三
日
他
）
。

１
休
業

第
一
次
世
界
大
戦
後
の
不
況
の
長
期
化
に
よ
り
、
一
九
二
四
年
（
大
正
二
一
一
）
八
月
三
日
に
佐
賀
紡
績
の
休
業
が
決
定
さ
れ
、
八
月

二
○
日
に
工
場
が
閉
鎖
さ
れ
た
。
波
多
野
専
務
に
よ
る
休
業
の
理
由
説
明
と
し
て
、
対
米
為
替
相
場
の
下
落
に
と
も
な
う
原
綿
買
い
入

れ
の
不
利
さ
や
、
不
景
気
に
よ
る
内
地
に
お
け
る
製
品
の
販
売
価
格
の
下
落
等
を
要
因
と
し
て
あ
げ
て
い
る
（
「
佐
賀
新
聞
」
一
九
二
四
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